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【評価コメント】 
 

緑内障の遺伝要因を背景に進めており、今後、より大規模なデータによって遺伝的リスクスコ

アが改善されることが見込まれ、計画通りに研究が進んでいる。予防分野への応用に向けても着実

に進展している。一方で、現状の遺伝的リスクスコアモデルはGRSの域を出ておらず、また患者群

が予定とおり収集できるかどうかも懸念される。開放隅角緑内障においてポリジェニック効果が存

在するとの結果から、低頻度な遺伝子変異情報を用いた判定性能の改善を要する。また、へリタビ

リティーとの観点でどのように環境要因（加齢、生活習慣）を検討して進めるか、予防分野への応

用も社会実装化への向けた介入方法など、それぞれに具体的な研究内容の選択と計画の精査が必要

であろう。 
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